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三六災害５０年実行委員会

１．件 名

三六災害５０年のロゴマークを公表
～三六災害５０年 ロゴマークを公表し協力関係者に感謝状を授与～

２．概 要

今年は三六災害から５０年の節目を迎えます。この災害を風化させず、

教訓として継承し、さらに地域とともに水害・土砂災害に備えた地域づ

くりを目指すため、伊那谷の防災関係機関及び関係自治体等により三六

災害５０年実行委員会を組織し、積極的な啓発活動を推進しております。

この度、この取組のシンボルとなるロゴマークのデザインが決定しま

した。本日、ロゴマークの公表と作成にあたって協力をいただいた長野

県飯田長姫高校と作品作成者へ感謝状を授与しましたのでお知らせしま

す。

長野県飯田長姫高校は、三六災害で被災した中心的箇所である飯田市

にあり、貴校は伊那谷の中で唯一土木科のある高校で、災害当時の記録

によりますと、土木施設の復旧にあたって、土木科の生徒さんが測量や

製図等に従事するなどの協力をされています。

貴校では美術の授業の時間を活用され､６７名の学生さんにデザインを

考案していただきました。デザインの決定にあたっては、これらの作品

の中から、まず学校側で７点の作品を抽出していただき、これについて

三六災害５０年実行委員会の３５名の委員で投票を行い、投票数の最も

多かった作品を三六災害５０年のロゴマークとして決定したものです。

この作品を作成した方は３年生の荒井優璃（あらいゆり）さんです。

今後、このロゴマークを活用し地域防災に関する啓発活動を推進して

いきます。

なお、本日実施した公表式の概要は以下のとおりです。

日時：平成２３年１月６日（木）１４:００～１４：３０

場所：天竜川上流河川事務所 ２階会議室

（駒ヶ根市上穂南７－１０）

内容：ロゴマークの公表と協力関係者への感謝状授与（別添次第参照）



３．資 料

別添資料（三六災害５０年 ロゴマーク）

４．解 禁

指定なし

５．同時配布

このお知らせは、伊那市役所記者クラブ、飯田市役所記者クラブ、駒ヶ

根市役所記者クラブに同時配布しています。

６．問合せ先

三六災害５０年実行委員会 事務局

国土交通省 中部地方整備局 天竜川上流河川事務所

副所長 犬飼 一博 TEL:0265-81-6411（代表）

事業対策官 中島 一郎 TEL：0265-81-6417（砂防調査課直通）



別 添

三六災害５０年 ロゴマーク公表式

次 第

１．開会

２．経過説明

３．ロゴマークの公表

・除幕

・ロゴマークの紹介

作品作成者

実行委員会

４．感謝状の授与

・協力関係者への感謝状授与

・三六災害５０年実行委員長あいさつ

５．記念撮影

６．閉会



別 添

三六災害５０年 ロゴマーク

作成者 ： 長野県飯田長姫高校 ３年 荒井 優璃(あらい ゆり)

山に囲まれ川の近くに住む伊那谷住民にとって、三六災害は非常に

辛く悲しい体験でした。懸命な復興と以後の防災活動によって地域は

見事に立ち直り、多くの教訓を残しました。そして５０年を迎えた今

日、私達は忘れかけている記憶を思い起こし、着実に継承し、防災意

識に支えられた地域づくりを目指します。

このロゴマークは、災害を「青の風雨」で、復興を「緑の山」で、

そして半世紀を経た今を「５０」で表現し、三六災害と同じ風雨が起

きても、同じ災害を起こさせないという願いを込めています。

三六災害５０年実行委員会


